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人
口
減
少
対
策
へ
の
取
組
が
大
き
な

課
題
だ
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
検

証
し
、
よ
り
効
果
の
あ
る
事
業
を
組
み
立

て
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
の
人

口
減
少
対
策
の
取
組
と
効
果
に
つ
い
て
。

　
　

出
生
率
、
新
規
就
農
者
、
移
住
者
の

増
加
に
よ
り
、
消
滅
可
能
自
治
体
か
ら
脱

却
し
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
移
住
増

加
の
要
因
は
、
島
原
道
路
の
進
展
、
ロ
ケ

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
で
好
感
度
が
上
が
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
思
う
。

　
　

定
住
人
口
拡
大
で
は
、
学
生
の
社
会

参
加
を
通
じ
て
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

強
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。
ま

た
、
進
路
の
選
択
肢
と
し
て
島
原
で
の
生

活
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
地
元
の
企

業
と
接
点
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
が
？

　
　

島
原
城
大
手
門
市
で
の
高
校
生
の
参

加
を
予
定
し
て
い
る
、
今
後
も
郷
土
愛
を

育
む
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
た
い
。
ま
た
、

県
内
で
は
報
酬
つ
き
就
業
体
験
事
業
の
事

例
も
あ
る
の
で
、
地
元
で
職
業
体
験
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
。

　
　

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
現

状
と
改
善
に
向
け
て
の
取
組
は
？
多
忙
化

の
解
消
が
子
ど
も
の
高
い
学
び
へ
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
？

　
　

月
45
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
者

の
割
合
は
、
小
・
中
学
校
共
に
改
善
に

向
か
っ
て
い
る
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
保
護
者
と
の
や
り
取
り
は
、
学
校

メ
ー
ル
等
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
取
組
を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

不
登
校
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
も
受

け
皿
の
問
題
が
あ
り
、
多
様
化
学
校
な
ど

の
取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
学
校
へ
戻
れ

る
支
援
機
関
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
本

市
の
取
組
に
つ
い
て
。

　
　

不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
各
中
学
校
に
心
の
教
室
相
談
員

を
配
置
。
ま
た
、
適
応
指
導
教
室
を
設
置

し
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
校
外
で
の

学
び
の
場
を
確
保
し
て
い
る
。
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
に
通
学
し
た
場
合
は
出
席
扱
い
と

な
る
。
国
の
動
向
を
研
究
し
な
が
ら
、
本

市
に
見
合
っ
た
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
交
流
人
口
の
拡
大

◇
企
業
誘
致

◇
観
光
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

◇
地
域
防
災

◇
道
の
駅
の
進
捗

◇
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用

　
　

学
校
統
廃
合
の
説
明
会
で
ど
の
よ
う

な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

保
護
者
説
明
会
で
は
、
素
案
に
賛
同

す
る
意
見
と
し
て
「
生
徒
の
部
活
動
な
ど

の
選
択
肢
が
広
が
る
」
「
子
供
の
豊
か
な

学
び
に
つ
な
が
る
」
「
子
供
の
数
が
減
っ

て
い
る
か
ら
仕
方
な
い
」
な
ど
、
賛
同
し

な
い
意
見
と
し
て
「
今
後
、
若
者
が
減
り

衰
退
す
る
」
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を

し
て
き
た
地
域
性
が
失
わ
れ
る
」
「
通
学

が
遠
く
な
り
大
変
に
な
る
」
な
ど
の
意
見

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
要
望
と
し
て
、
「
ほ

か
の
統
合
案
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
」「
子

育
て
の
支
援
や
若
い
世
代
が
増
え
る
改
善

を
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
　

バ
ス
通
学
が
で
き
る
よ
う
に
県
と
密

に
検
討
す
る
べ
き
。
バ
ス
通
学
な
ら
ば
小
・

中
学
校
を
市
内
中
心
部
に
統
廃
合
す
る
こ

と
で
教
育
強
化
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

素
案
で
示
し
て
い
る
将
来
想
定
さ
れ

る
児
童
・
生
徒
数
は
２
０
３
０
年
の
小
学

生
が
１
７
６
３
人
、
中
学
生
が
８
７
５
人
、

２
０
４
０
年
の
小
学
生
が
１
３
９
２
人
、

中
学
生
が
６
９
１
人
と
想
定
し
て
い
る
。

一
つ
の
小
学
校
、
中
学
校
に
全
て
集
約
す

る
と
仮
定
し
た
場
合
、
教
育
強
化
と
い
っ

た
利
点
や
効
果
も
生
ま
れ
る
と
考
え
る

が
、
規
模
の
大
き
な
学
校
と
な
る
た
め
新

た
な
施
設
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
教

育
課
程
の
編
成
や
調
整
、
実
施
に
つ
い
て

も
課
題
が
出
て
く
る
。
全
市
的
な
通
学
バ

ス
等
の
整
備
や
予
算
面
で
も
多
く
の
費
用

が
想
定
さ
れ
る
。

　
　

海
業
と
は
な
に
か
。

　
　

海
や
漁
村
の
地
域
資
源
の
価
値
や
魅

力
を
活
用
す
る
事
業
で
あ
る
。
法
改
正
な

ど
に
よ
り
民
間
事
業
者
に
よ
る
漁
港
へ
の

参
入
が
可
能
と
な
り
、
新
た
に
地
域
資
源

を
活
用
し
、
地
域
の
所
得
と
雇
用
の
機
会

が
生
ま
れ
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
が
図

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　

海
業
で
取
り
組
む
ソ
フ
ト
面
の
支
援

は
あ
る
の
か
。

　
　

具
体
的
な
支
援
と
し
て
、
海
業
の
展

開
に
必
要
な
水
域
、
陸
地
の
有
効
利
用
等

の
調
査
や
事
業
計
画
策
定
、
情
報
発
信
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
県
の
支
援
と

し
て
漁
協
等
に
県
内
外
の
海
業
の
先
進
事

例
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
海
業
の
取

組
に
意
欲
の
あ
る
漁
協
等
に
対
し
て
、
事

業
内
容
の
構
築
、
磨
き
上
げ
、
立
ち
上
げ

を
支
援
す
る
海
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業

を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
古
川
市
長
の
行
政
評
価
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庶民の会

ほんだ まつひろ

本多 松弘 議員

新風会
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